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近代測量史
への旅
ゲーテ時代の自然景観図から
明治日本の三角測量まで

Die Zeitreise der Vermessungsgeschichte
Vom „Gemälde der Natur“ in der Goethezeit bis zur Triangulation nach Preußischer Art in der Meiji-Zeit

「科学する詩人」ゲーテの生きた時代は，ヨーロッパが最新の三角
測量技術を用いて地球の形状を測定し，正確な地図作成をめざした
時代だった。当時の数多くの数学者・天文学者・測量技術者たちの
発見と苦闘にみちた足跡を，同時代日本の地図作成のパイオニアた
ちとの学術的交流とともに描く。�  
史料博捜と貴重な新資料＆未公開図版でたどる科学文化史。
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人はいったいどこから来て， どこに行くのか─
それは生を享けた人間にとって，一生の，そして永遠の問いである。（…）
これほど科学技術が進歩した現代社会で，一枚の基本地図をつくるために，
かつて人々が実際に自分の足で距離を測ったと想像するのは容易ではない。
だが，電話もインターネットもなかった詩人ゲーテの時代に，
早くも日本とヨーロッパ間で学術交流は始まっていた。
本書は，日本人ドイツ文学者という立場から，忘れ去られた過去の，具体的に言えば
1800 年前後からの日独学術交流の記録を再発見し，できる限り忠実に再構築しようとする試みでもある。
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　３　ゲーテお気に入りの一幅
　　──医師ヴィルブラントとリトゲンの共作《有機的自然の

景観図》

第四章　江戸時代の日欧相互学術交流

一　江戸時代の天文学　ラランドと天文方・高橋至時
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